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運送業の労災、とにかく多い、「転落・挟まれ」

運転手 積み降し作業時、荷台から転落事故多発

○ 鋼材、資材の積み降し作業中の、手・指・足のはさまれ事故に注意しましょう
○ ハウス、トイレの積み降し作業時の、脚立・屋根からの転落に注意しましょう
○ 敷き鉄板の積み降し作業時、ユニック作業に注意しましょう
○ 「吊り下」には 、絶対、絶対･････入らないこと 『逃げ場』の確保
○ ワイヤー、フック、シャックルの安全点検

◇見直そう 「慣れ」の作業◇

◇冬道の事故防止 追突事故の防止◇
～先を読み キケンを回避 これぞプロ～

○ 吹雪の時には、雪煙の中に乗用車がいる
・トラックは運転席が高いので先が見える
・乗用車は運転席が低いので見えない
・前が見えない乗用車は減速をする ☞ トラックも減速をしないと追突する

○ 右左折時のスリップ事故多発 交差点付近は、そもそも滑りやすい
・右左折時は『徐行』が基本 ☞ ブレーキ＆ハンドルの『同時操作』は厳禁

～交差点手前でしっかり減速を ～
・横断歩行者がいたら、どうする ☞ 雪山などで死角が多い

～やはり、交差点手前でしっかり減速を ～

○ 前の車がスリップしても、巻き込まれない『車間距離』を
自分が滑る ＝ 周りの車も滑る ☞ 危険に自ら近づかない

深川 乗用車 中央分離帯の間から反対車線にはみ出し
路線バスと正面衝突、15人搬送

路面は圧雪アイスバーン、一時的に吹雪の可能性
◇凍結路面 スピードを落とし、車間距離をとり、急ハンドルを控えましょう◇

２０２１／２／９（火） １１：１３
９日午前９時すぎ、深川市の道道を深川方向に走っていた乗用車が中央分離帯の間から反対車線にはみ出し、

対向してきた路線バスと正面衝突しました。警察によりますと、この事故で乗用車に乗っていた４人と路線バス
の乗客１１人が打撲などのけがをして搬送されました。いずれも命に別状はありません。現場は片側２車線の直線
で、路面は圧雪アイスバーン状態でした。当時、一時的に吹雪いていた可能性もあり、警察が乗用車がはみ出し
た原因を調べています。

夜6時 圧雪路面 交差点 直進車と右折車衝突
北斗市 はずみで、直進車が信号なぎ倒す
◇交差点手前、滑って交差点内で衝突 注意しましょう◇

２０２１／２／８（月） ２２：２８
８日午後６時前、北斗市の国道交差点で、直進しようとしていた乗用車と右折しようとしていた軽乗用車がぶ

つかり、そのはずみで乗用車が信号機をなぎ倒しました。消防によりますと、この事故で車に乗っていた３人が
病院に搬送されましたが命に別状はありません。現場は当時、圧雪路面だったということです。

除雪機に巻き込まれ、男性死亡
1人で除雪作業を行っていた

◆作業は、周囲の安全と服装の点検･･･巻き込まれ注意◆
２０２１／２／９（火） １２：１８

８日午後４時２０分ごろ、山形県で男性（７６）が自宅の敷地内で手押し式除雪機のロータリー部分に背中が巻き込
まれた状態で倒れているのを自宅にいた妻が見つけました。男性は心肺停止の状態で病院に搬送されましたが、
死亡が確認されました。男性は８日午後３時ごろから除雪機を使い１人で除雪作業を行っていたということです。

北見 木の下敷き、伐採中の男性死亡
◇作業前は、『事前打ち合わせ』と、周囲の安全確認、『逃げ場』の確保◇

２０２１／０２／０９ １２：００
８日午後２時ごろ、北見市東相内町の山林で、伐採作業をしていた会社員の男性（６５）が切っていた木の下

敷きになるのを同僚が目撃し、１１９番した。男性は病院に搬送されたが、動脈を損傷しており死亡した。北見
署によると、木は高さ約２０メートル、直径１３センチほどのヤナギ。男性は同僚４人と山林に入り、チェーン
ソーで作業していた。


